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県
税
の
災
害
減
免
制
度

INFORMATION INFORMATION

〜
対
象
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月

未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
会
場
に
関
わ
ら
ず
体
調

の
良
い
日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

●
８
月
24
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

七
城
公
民
館

●
８
月
30
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

文
化
会
館

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
お
よ
び
性
感
染
症
な
ら
び

に
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
感
染
症
の
感

染
が
心
配
な
人
は
、
県
内
の
保
健
所

で
相
談
や
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

相
談
や
検
査
料
金
は
無
料
で
す
。

内　

容

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
お
よ
び
エ
イ
ズ

に
関
す
る
相
談

②
梅
毒
・
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
検
査
お
よ
び
性
感
染
症
に
関
す

る
相
談
（
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
感
染
症
、

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
、
淋
菌
感
染

症
な
ど
）

③
Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
検

査
（
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
検
査
）

※
①
・
②
の
検
査
・
相
談
を
受
け
る

人
の
う
ち
、
40
歳
以
上
の
希
望
者

が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
保
健
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
４
１
５
５

　

対
象
と
な
る
人
は
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
の
う
ち
、
昭
和
７
年
10
月

１
日
以
降
の
誕
生
日
で
老
人
保
健
該

当
者
を
除
く
70
歳
以
上
の
人
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
お
持
ち
の
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
の
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
受

給
者
証
を
保
険
証
に
添
え
て
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

12
月
は
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月

間
」
で
す
。
そ
こ
で
、
青
い
空
の
大

切
さ
や
、
一
人
ひ
と
り
が
や
る
べ
き

こ
と
な
ど
を
広
く
呼
び
か
け
る
た
め

の
ポ
ス
タ
ー
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

大
気
を
き
れ
い
に
す
る
ア
イ
デ

ア
・
工
夫
、
あ
な
た
の
描
く
美
し
い

空
な
ど
を
自
由
な
発
想
で
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

　

優
秀
作
品
は
、
本
年
度
の
「
大
気

汚
染
防
止
推
進
月
間
」
の
ポ
ス
タ
ー

と
し
て
、
12
月
に
全
国
各
地
に
掲
示

さ
れ
る
ほ
か
、
来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

締　

切

　

９
月
15
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

宛　

先

　

〒
１
０
０
‐
０
０
０
３

　

東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
‐
１
‐
１

　

㈱
毎
日
企
画
サ
ー
ビ
ス
内

　
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

　

ポ
ス
タ
ー
募
集
Ａ
係

主　

催　

環
境
省
、
独
立
行
政
法
人

環
境
再
生
保
全
機
構

問
い
合
わ
せ
先

（
応
募
規
定
、
賞
、
注
意
事
項
な
ど
）

　
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
」

　

ポ
ス
タ
ー
募
集
事
務
局

　

☎
０
３
（
３
２
１
３
）
６
６
０
６

　

平
日
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　
（
土
日
祝
日
除
く
）

　

７
月
19
日
（
火
）、
市
役
所
で
菊

池
市
河
川
水
援
隊
員
と
し
て
12
人
が

委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

河
川
水
援
隊
員
は
、
河
川
の
水
質

お
よ
び
河
川
環
境
を
監
視
し
、
異

常
が
あ
る
と
き
は
市
に
通
報
し
た
り
、

河
川
の
浄
化
に
関
し
て
市
へ
の
提
言

を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　

水
援
隊
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課

　

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル

で
す
。   

　

特
に
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預
り
金

的
な
性
格
」
を
有
す
る
税
金
な
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
、
納
付
の
た
め
の
資
金

の
備
蓄
に
努
め
、
期
限
内
に
確
実
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
事
業
者
の
納
付
は
、
指
定
の

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
引
き
落
と
し
と
な
る
、
振
替
納

税
が
大
変
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
期
限
内
に
納
付
が
な
い
場

合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、
完
納
の
日

ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ
て
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
１
２
２

　

最
近
、
親
族
や
警
察
官
、
裁
判
所

な
ど
を
か
た
り
、
電
話
や
文
書
を

使
っ
て
架
空
の
請
求
な
ど
を
行
う
振

り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
が
広
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

国
税
の
納
税
方
法
に
は
、
納
付
書

に
よ
っ
て
税
務
署
や
金
融
機
関
の
窓

口
で
納
め
る
方
法
の
ほ
か
、
振
替
納

税
（
申
告
所
得
税
・
個
人
業
者
の
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
に
限
る
）

と
電
子
納
税
が
あ
り
ま
す
が
、
国
税

関
係
機
関
（
税
務
署
・
国
税
局
・
国

税
庁
・
国
税
不
服
審
判
所
）
で
は
、

国
税
の
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の

口
座
を
指
定
し
て
振
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

税
務
署
な
ど
を
か
た
り
、
個
人
名

義
や
会
社
名
義
の
口
座
を
指
定
し
て

振
込
み
を
求
め
る
な
ど
不
審
な
通
知

や
連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
直
ち
に

振
込
み
に
応
じ
た
り
、
通
知
な
ど
に

記
載
さ
れ
た
電
話
番
号
に
連
絡
し
た

り
せ
ず
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務

相
談
室
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

菊
池
税
務
署

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
１
２
２

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
、
県
税
が
減

免
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

自
動
車
税

　

災
害
で
車
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
り
、
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き
。

個
人
事
業
税

　

個
人
の
事
業
用
資
産
な
ど
が
災
害

で
相
当
な
被
害
を
受
け
た
と
き
。

不
動
産
取
得
税

　

家
屋
や
土
地
が
災
害
で
相
当
な
被

害
を
受
け
、
そ
れ
に
代
わ
る
家
屋
や

土
地
を
３
年
以
内
に
取
得
し
た
と
き
。

※
被
害
を
受
け
た
日
ま
た
は
納
税
通

知
書
が
届
い
た
日
か
ら
２
カ
月
以

内
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局
税
務
課

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
４
１
１
１

　菊池市では、市民の皆さんの急な病気に対応するために、
次のような事業を実施しています。
在宅当番医制事業
　「休日在宅当番医」による日曜および祝祭日の昼間の診療。
　○菊池郡市医師会員の医療機関
　○休日の診療　午前９時から午後５時まで
病院群輪番制病院運営事業
　「輪番制病院」による休日の昼間および休日・平日の夜
間の診療。
　○菊池郡市内の菊池市が指定した病院
川口病院・菊池郡市医師会立病院・菊池中央病院・
岸病院・熊本リハビリテーション病院

　○休日・夜間の診療
　　・休日 午前８時から午後６時まで
　　・夜間 午後６時から翌日午前８時まで
熊本県小児救急電話相談事業
　夜間の子どもの急な病気などに関する電話相談窓口。

合
併
後
の
新
し
い
河
川

水
援
隊
員
を
紹
介
し
ま
す

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら
Ｂ
Ｃ

Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間

ポ
ス
タ
ー
募
集

　菊池市では、環境政策の一環として、ごみの減量化やマイバッグ・キャ
ンペーンなどのリフューズ（不要なものは受け取らない、買わない）推
進を行っており、指定ごみ袋が「ごみ」とならないように利用したいと
考えています。
　新菊池市指定ごみ袋は、旧市町村指定ごみ袋の在庫がなくなった種類
から、順次切り替えて販売することとしています。
　新市のごみの出し方・分け方が統一できていませんので、旧市町村指
定ごみ袋を購入・使用していただくよう、ご理解とご協力をお願いします。
問い合わせ先　環境課　または　七城・旭志・ 泗水の各総合支所民生課

新
し
い
国
民
健
康
保
険
高
齢

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
し
た

熊
本
県
特
定
感
染
症

検
査
等
事
業

　○熊本市医師会立熊本地域医療センター内
　　（熊本市本荘５丁目 16番 10号）
　○電話番号　#8000 番
　※ただし、携帯およびダイヤル回線の場合は
　　096（364）9999。
　○受付時間　午後７時から午後 11時まで（毎日）
　○相談員　看護師（必要に応じて小児科医）
　○内　容
 ・夜間の子どもの急な病気に関する応急の対応や処置
に対する助言
 ・受診可能な医療機関の情報提供

※休日在宅当番医の日程は、広報・新聞をご覧ください。
※休日在宅当番医は、変更になる場合がありますので、お
出かけ前に確認ください。
※病状によっては、当番医から他の病院へ紹介される場合
もあります。
※日頃から、気兼ねなく相談できる「かかりつけ医」を決
めておきましょう。
問い合わせ先　健康推進課

休日や夜間の家族の急な病気に・・・

菊池市の救急医療体制

菊池川流域同盟　菊池市水援隊名簿
氏　名 地区名 氏　名 地区名
山口　弘 ○菊　隈府 石井是清 ○七　加恵
林　　中 ○菊　木庭 古閑　剛 ○七　林原
坂口金次郎 ○菊　隈府 前田　一 ○七　荒牧
東　　爵 ○泗　富納 隈部昭敏 ○旭　小原
内野幸照 ○泗　福本 岩根彰男 ○旭　新明
角田一信 ○泗　田島 東　範治 ○旭　伊坂

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
期
限
内
納
付

「
振
り
込
め
詐
欺
」に

ご
注
意
く
だ
さ
い

旧市町村指定のごみ袋から使用してください

菊池市河川水援隊員のメンバーと福村市長


